
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚陽 小･中･保 地域協育ネット情報 

平成 29 年 9 月 1 日（第 31 号）  厚陽学校支援地域教育協議会 

(裏面に続きます) 

 あっという間の夏休みが終り、二学期が始まりました。まだまだお休みモードの

子どもたちには、少しつらい時期かもしれませんが、いつもの規則正しい生活を思

い出し、ご家族の方と一緒に生活リズムを取り戻してくださいね。 

 学校が夏休み中の公民館ですが、遊びに来る子どもたちも増え、とても賑やかな

毎日でした。「こんにちはー！」と駆け込んで来る姿を見ると、ご家庭での教育や、

学校のチャレンジ目標「元気なあいさつ」が身についているのだろうと感じます。 

夏休みに体験した色々な思い出を胸に、二学期も元気に過ごして欲しいですね♪ 

★まもなく運動会を迎えます★ 

 日時：平成２９年９月９日（土）８：４５～ 

    （雨天の場合、順延で開催予定とのこと） 

 場所：厚陽小・中学校グラウンドにて 

奉仕作業が無事に終了しました！ 
８月１９日（土）８：３０より、恒例の PTA

親子奉仕作業が行われました。私たち地域ボラ

ンティアは旧中学校のグラウンドにて、生徒や

保護者、先生方と一緒になって汗を流しました。 

広報や地域内での声かけから、新しくご協力 

いただける方が現れはじめ、“支援の輪”が少し

ずつ広がってきていることがとても嬉しいです。「今回は出られなくて･･･」とい

う方も、気にかけていただけることが本当にありがたく、心強く思っています。 

PTAの皆さんも、作業に加えてお茶の配布等、本当にありがとうございました！ 

【大会スローガン】MEMORY 
～最後まで仲間とともに勝利を信じて～ 

また、保育園の方でも 9 月２２日（金）１７：００に運動会前の除草作業が予

定されています。お時間の許される方、少しでもお手伝いいただければ幸いです。 

（厚陽小中学校） 

（厚陽保育園） 

班回覧の学校・園だよりも合わせてご覧ください。 

 

 日時：平成２９年９月３０日（土）９：００～ 

 場所：厚陽保育園にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【厚陽学校支援地域教育協議会事務局（厚陽公民館）】℡74-8400 FAX:75-0628 

学校支援をはじめ、各種活動にご協力いただける方を募集しています。 

できる時にできる範囲で構いません。お気軽に事務局までご相談ください♪ 

救える命がそこにある！ 

第７回 厚陽地区防災訓練のお知らせ 

★公民館に来る子どもたち について★ 

★厚陽ふれあい夏まつり（8/5）のようす★ 

今年も厚陽セーフティーネットワークが主催する防災訓練が行われます。 

防災士さんや消防団の方々を中心に、厚陽の避難施設の解説、避難誘導に関する

訓練（担架・車椅子の移動）など、地域に根ざした様々な内容が計画されています。 

また、下関地方気象台より講師をお迎えし、“防災のための気象情報活用術”のお

話も予定されているとのこと。 
 
厚陽にお住まいの皆さんに、とっても役に立つ情報ばかりです♪ 

ぜひ学校の体育館に足を運んでみていただけたらと思います！ 

 日時：平成２９年９月１６日（土） 

９：３０～１３：００ ※雨天決行  

 場所：厚陽小・中学校体育館 

 ご来場いただいた方は気づいたかもしれませんが、

今年も中学生たちがお手伝いに来てくれました。 

保護者や地域の方と一緒に夜店の中に入り、金魚す

くいや焼きそばの売り子として頑張ってくれました。

きっと、集客や売り上げに貢献してくれたはずです。 

昨年の反省では、「せっかく子どもたちが手伝いに

来てくれたのに、まとめきれなかった」という話題が

出ました。過去の反省があってこその試みです。 

生徒の皆さん、お手伝いありがとうございました！ 

いつも公民館に来る子どもたちも、夏休み中は宿題に取り組んでいる（追われて

いる？）姿が見られました。館の利用者さんも用事で待ち時間があると、子どもに

声をかけてみたり、時には私も入って教えてみたりと、ロビーが宿題教室になるこ 

ともしばしば。（逆に先生側が教えてもらう時もありましたが･･･） 

宿題に限らず、当館に出入りされる多くの方が、子どもたちを

気にかけてくださいます。一人がずっとついてあげられない状況

で、こうした皆さんのお気遣いはとてもありがたいことです。時

には子どもを注意したり、叱ったりすることもありますが、いつ

ものように元気に来てくれる子どもたちを嬉しく思っています。 

 


